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中学部 3 年 

年間指導計画 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

国語 

数学 

音楽 

美術 

保健体育 

職業・家庭 

総合的な学習の時間 

特別活動 

自立活動 

日常生活の指導 

生活単元学習(学年) 

生活単元学習(グループ) 

作業学習 

 



令和５年度 東京都立羽村特別支援学校年間指導計画 

学  部 中学部 学  年 第３学年 

教科等名 国語 グループ名 重度・重複学級 

ねらい 

(1) 日常生活に必要な身近な言葉を身に付ける。 

(2) 人との関わりの中で、自分の思いをもち伝えようとする。  

(3) 読み聞かせなどを通して、言葉のよさを味わい、言葉を使おうとする態度

を養う。 

担当教員 〇金田康秀 田中秀実 

年間授業時数 35 単位時間 

使用教科書 子どもがしあげる手づくり絵本 あいうえおあそび（下）かな文字へんしん術  

月 題材名 時数 ○主な学習内容 ◆ねらい（評価の観点） □指導の工夫 備考 

４ 

５ 

６ 

７ 

９ 

聞こう・ 

話そう 

15 〇読み聞かせ 

〇物語などの映像鑑賞 

◆読み聞かせに注目し、いろいろな絵本などに興味をもつ。 

◆教員と一緒に絵本などを見て。登場するものや動作などを思

い浮かべる。 

◆教員と一緒に絵本などを見て、時間の経過などの大体を捉え

る。 

◆絵本などを見て、好きな場面を伝えたり、言葉などを模倣し

たりする。 

◆教員の読み聞かせに応じ、音声を模倣したり、表情や身振り、

簡単な話し言葉などで表現したりする。 

◆身近な人からの話し掛けに注目したり、応じて答えたりする。 

◆伝えたいことを思い浮かべ、身振りや音声などで表す。 

□興味をもちやすい内容の絵本を用意する。 

□画像や映像を手掛かりに物語の内容を思い出せるようにす

る。 

□周囲の状況や前後の関係から、生徒が伝えようとしているこ

とを推察し言ってみせるなど、手本を示す。 

〇挨拶、簡単な台詞の表現 

◆挨拶をしたり、簡単な台詞などを言ったりする中で、言葉や

表現に慣れ、身に付けていく。 

□適切な場面で挨拶の手本を示して模倣を促す。 

〇簡単な指示を聞き、それに応じた行動をとる 

◆３語から４語で構成する指示や説明を聞き、意図を理解する。 

◆指示や説明に応じて思考したり判断したりする。 

□日常生活に身近な内容の指示・説明を取り上げる。 

 

10 

11 

12 

書こう ９ 〇文字に興味をもち、書こうとすること 

◆教員が文字を書く様子をみようとしたり、身の回りにある

様々な文字に対して指さしをしたりする。 

◆教員が文字を書く様子を模倣して、自分なりの書き方で文字

に見立てた形を書く。 

□様々な筆記具に触れ、書くことを十分に楽しめるようにする。 

 

〇自分の名前や物の名前を文字で表したり、書いたりすること 

◆具体物や絵、写真などと単語や文字カードとを一致させられ

 



る。 

◆見本となる文字をなぞったり、書けるようになった文字をマ

スの中に書いたりして表す。 

□生徒が文字に見立てて書いた形と事物や事柄などとを対応さ

せて、「伝えるために書いている」という経験を積み重ねる。 

１ 

２ 

３ 

 

読もう 11 〇絵本などを読む 

◆絵本などを見ることで、身近にある事物や事柄、生き物など

が表現されていることに気付く。 

◆絵本や写真を指さしたり、意識を向けたりする。 

◆絵や写真、シンボルマークなどが表す意味を識別する。 

◆言葉のもつ音やリズム、イメージを感じる。 

◆登場するものの動作などを思い浮かべる。 

◆時間の経過などの大体を捉える。 

◆シンボルマークや標識などの特徴に気付き、意味を考えたり、

意味に沿った行動をしたりする。 

◆好きな場面を伝えたり、言葉などを模倣したりする。 

□興味をもちやすい内容の絵本を用意する。 

□登場人物や場面の様子の違いを知る手掛かりとして、「はじ

め」「おわり」などの時間の経過を表す言葉を示す。 

□シンボルマークなどの意味を考えるときに、生徒が知ってい

る言葉を添えたり、一緒に表している内容の動作をしたりす

る。 

 

通

年 

言葉の特徴や

使い方に関す

る学習 

言語文化に関

する学習 

 〇物の名前や動作を表す言葉 

〇身近なものの名前を表す言葉 

〇体の部位を表す言葉 

◆身近な人の話し掛けや会話などの話し言葉に慣れ、言葉が、

気持ちや要求を表していると感じる。 

◆日常生活でよく使われている平仮名を読む。 

◆身近な人との会話を通して、物の名前や動作など、いろいろ

な言葉の種類に触れる。 

□物の名前と具体物や写真、絵などを結び付けて、言葉を想像

しやすくする。 

〇昔話などの読み聞かせ 

◆昔話や童謡の歌詞などの言葉の響きやリズムに親しむ。 

〇物語に関連した手遊びなど 

◆遊びを通して、言葉のもつ楽しさに触れる。 

□分かりやすく、親しみやすい物語を用意する。 

〇クレヨンや鉛筆など、いろいろな筆記具で書くこと 

◆いろいろな筆記具に触れ、書くことを知る。 

◆筆記具の持ち方や、正しい姿勢で書くことを知る。文字に興

味をもち、書こうとする。 

〇なぞり書きなどの書字学習など 

◆それぞれ正しい持ち方や姿勢で書く。 

□様々な筆記具を用意する。 

 

 

 



令和５年度 東京都立羽村特別支援学校年間指導計画 

学  部 中学部 学  年 第３学年 

教科等名 数学 グループ名 重度・重複学級 

ねらい 

(1) 身の回りのものの色・形・大小・多少・長短に気づき、具体物を使って操

作することができる。  

(2) 身の回りのものの数を表現したり、形の違いを捉えたりする力を養う。  

(3) 数学の学習に関心をもって取り組もうとする態度を養う。 

担当教員 ○金田康秀 田中秀実 

年間授業時数 35 単位時間 

使用教科書 
「ゆっくり学ぶ子のための『さんすう』④（くり上がり、くり下がり、２けた

の数の計算）」 

月 題材名 時数 ○主な学習内容 ◆ねらい（評価の観点） □指導の工夫 備考 

４ 

５ 

 

身 近 な 色 や

形を知ろう 

６ ＜図形＞ 
〇２～３色の中から色の弁別を行う。 
◆色の違いに気づき、見分ける力を養う。 
□最初は選択肢の数を減らし、少しずつ選択肢が増えてもマ
ッチングできるようにする。 
 
〇異なる２つの形の中から、見本と同じ形を選び、形の違い
を意識する。 
◆丸や三角など形の違いに気付くことができる。 
□型はめ等を用意し、視覚的にわかりやすく支援を行う。 
 

 

６ 

７ 

 

物の大きさの

違いを知ろう 

６ ＜測定＞ 
〇大きさの違う型はめなどを用いて、決められた位置に当て
はめる。 
◆物の大小を意識してその違いに気付くことができる。 
□型はめ等を利用し、視覚的に違いを分かりやすくする。 

 

 

９ 

 

長い物と短い

物 

４ ＜測定＞ 
〇具体物の長さを比べ、どちらかを選択する。 

◆長さの測定に関する意識をもつ。 

□身近なものを題材にし、意欲を高めるようにする。 

 

10 

11 

12 

数えよう 11 ＜数と計算＞ 
〇ゲームなど数に関する活動の中で、教師と一緒に数唱を行
う。 

◆具体的な活動を通して数への関心や理解を深める。 

□具体物を操作し、大人と一緒に数の確認を行い、数の増減

のイメージをもてるようにする。 

 

１ 

２ 

３ 

集めよう ８ ＜数と計算＞ 

〇具体物を操作して１０の集まりを作る。 

◆活動を通して、数のまとまりを意識する。 

□イラストを用いて、視覚的にわかりやすい支援を 

行う。 

 

通 

年 

計算  ＜数と計算＞ 
○数唱、一対一対応、分類、計数、大小比較 など。 

◆基本的な計算方法を身に付ける。 

□注目する部分を強調したり、刺激を減らしたりして注目す

る部分が分かるようにする。 

 

 

 



令和 5 年度 東京都立羽村特別支援学校年間指導計画 

学  部 中学部 学  年 第３学年 

教科等名 音楽 グループ名 A 

ねらい 

(1) 音楽表現に必要な歌唱、器楽、音楽作り、身体表現の技能を身に付ける。 

(2) 音楽を表現する意図をもち、音楽を味わいながら聴くことができる。 

(3) 音楽活動する楽しさや経験を生かし、生活を潤いあるものにする。 

担当教員 
○竹内明香 芦野学 金田康秀 田中秀実 高橋誠 佐治信一郎 南條裕介 

鈴木伸章 平野遥 片野幸斗 飯沼史子 田中美結 

年間授業時数 70 単位時間 

使用教科書 おんがく☆☆☆☆ 

月 題材名 時数 ○主な学習内容 ◆ねらい（評価の観点） □指導の工夫 備考 

４ 

５ 

 

音 楽 の も つ

楽 し さ を 感

じ て 表 現 し

よう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ ○歌唱「ビリーブ」「夢の世界を」など 

◆部分的に発声したり、身振りを付けたりしながら歌唱表現

する。 

□発語がない生徒でも声を出しやすい発声練習やリトミック

の要素を用いたストレッチを行い、歌唱の活動の意欲につな

げる。 

□歌詞をイラスト付きで視覚的に示す。 

〇器楽 「エーデルワイス」等 

◆曲の始まりを終わりに気づき、演奏する。 

◆担当楽器の演奏方法を理解し、正しく音を出す。 

□それぞれの実態に合わせた担当楽器を用意し、視覚的にわ

かりやすく示す。 

□色楽譜を用いて演奏させる。 

□演奏している様子を動画で撮り、鑑賞しながら自分たちの

演奏を振り返る機会を設ける。 

〇音楽つくり リズム遊び 

◆選択肢の中から自分の好きなリズムを選び、貼る。 

◆作ったリズムを部分的に模倣する。 

□リズムカードを用い、分かりやすく選びやすく示す。 

□生徒が作ったリズムを耳なじみのある曲に合わせて演奏す

る機会を設ける。 

〇身体表現「マンマミーア」など 

◆曲の雰囲気を味わい、音楽に合わせて踊ったり体を動かし

たりする。 

□リズムのとりやすい、わかりやすい振り付けにする。 

〇鑑賞「世界の音楽」DVD 等 

◆演奏者や映像に注目して、静かに鑑賞する。 

□鑑賞曲のポイントを視覚的にわかりやすく示す。 

使用

曲は

変更

にな

るこ

とも

あり

ま

す。 

６ 

７ 

９ 

ハ ー モ ニ ー

や リ ズ ム を

感 じ て 表 現

しよう 

 

 

 

20 ○歌唱「夏の日の贈り物」「浜辺の歌」など 

◆歌詞やハンドサインを覚えて歌ったり表現したりする。 

□発語がない生徒でも声を出しやすい発声練習やリトミック

の要素を用いたストレッチを行い、歌唱の活動の意欲につな

げる。 

□歌詞をイラスト付きで視覚的に示す。 

〇器楽 「私のお気に入り」等 

 



 ◆曲の始まりと終わりを理解し、伴奏に合わせて演奏する。 

◆担当楽器の演奏方法を理解し、音を出す。 

□それぞれの実態に合わせた担当楽器を用意し、視覚的にわ

かりやすく示す。 

□色楽譜を用いて演奏させる。 

□演奏している様子を動画で撮り、鑑賞しながら自分たちの

演奏を振り返る機会を設ける。 

〇音楽つくり リズム遊び 

◆選択肢の中から自分の好きなリズムを選んで貼り、部分的

に模倣する。 

□リズムカードを用い、分かりやすく選びやすく示す。 

□生徒が作ったリズムを耳なじみのある曲に合わせて演奏す

る機会を設ける。 

〇身体表現「アンダー ザ シー」など 

◆曲の雰囲気を味わい、音楽に合わせて踊ったり体を動かし

たりする。 

□動きやすい振り付けにする。 

〇鑑賞「世界の音楽」 

◆演奏者や映像に注目して、静かに鑑賞する。 

□鑑賞曲のポイントを視覚的にわかりやすく示す。 

10 

11 

 

 

文 化 祭 に 向

け て 準 備 を

しよう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

21 ○歌唱「もみじ」「文化祭で使用する歌」など 

◆歌詞やハンドサインを覚えて歌ったり表現したりする。 

□発語がない生徒でも声を出しやすい発声練習やリトミック

の要素を用いたストレッチを行い、歌唱の活動の意欲につ

なげる。 

□歌詞をイラスト付きで視覚的に示す。 

〇器楽 「文化祭で発表する曲」等 

◆伴奏を聴き、タイミングを合わせて演奏する。 

◆担当楽器の演奏方法を理解し、演奏する。 

□それぞれの実態に合わせた担当楽器を用意し、視覚的にわ

かりやすく示す。 

□色楽譜を用いて演奏させる。 

□演奏している様子を動画で撮り、鑑賞しながら自分たちの

演奏を振り返る機会を設ける。 

〇身体表現「文化祭で発表する曲」など 

◆曲の雰囲気を味わい、音楽に合わせて踊ったり体を動かし

たりする。 

□動きやすい振り付けにする。 

〇鑑賞「世界の音楽」 

◆演奏者や映像に注目して、静かに鑑賞する。 

□鑑賞曲のポイントを視覚的にわかりやすく示す。 

 



12 

１ 

 

季節の音楽、

日 本 の 伝 統

音 楽 を 楽 し

もう 

 

９ ○歌唱「クリスマスソング」「お正月の歌」「ふるさと」など 

◆歌詞やハンドサインを覚えて歌ったり表現したりする。 

□発語がない生徒でも声を出しやすい発声練習やリトミック

の要素を用いたストレッチを行い、歌唱の活動の意欲につ

なげる。 

□歌詞をイラスト付きで視覚的に示す。 

〇器楽 「クリスマスソング」等 

◆伴奏を聴き、タイミングを合わせて演奏する。 

◆担当楽器の演奏方法を理解し、演奏する。 

□それぞれの実態に合わせた担当楽器を用意し、視覚的にわ

かりやすく示す。 

□色楽譜を用いて演奏させる。 

□演奏している様子を動画で撮り、鑑賞しながら自分たちの

演奏を振り返る機会を設ける。 

〇器楽「和太鼓」 

◆太鼓の音色、雰囲気を感じながら和楽器を鳴らす。 

□リズムを視覚的に示したり、教員がわかりやすく模範を示

したりする。 

□叩きやすいリズムにする。 

□友達とお互いに見合う場面を設定する。 

〇身体表現「花笠音頭」 

◆曲の雰囲気を味わい、音楽に合わせて踊ったり体を動かし

たりする。伝統芸能の特長を意識する。 

□動きやすい振り付けにする。 

〇鑑賞「日本の音楽」 

♦演奏者や映像に注目して、静かに鑑賞する。 

□鑑賞曲のポイントを視覚的にわかりやすく示す。 

 

２ 

３ 

卒 業 式 を 意

識しよう 

 

１ 年 間 を 振

り返ろう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 ○歌唱「卒業式の歌」など 

◆歌詞やハンドサインを覚えて歌ったり表現したりする。 

□発語がない生徒でも声を出しやすい発声練習やリトミック

の要素を用いたストレッチを行い、歌唱の活動の意欲につ

なげる。 

□歌詞をイラスト付きで視覚的に示す。 

〇器楽「即興演奏」等 

◆伴奏を聴き、指定された楽器で自由に演奏する。 

◆担当楽器の演奏方法を理解し、演奏する。 

□それぞれの実態に合わせた担当楽器を用意し、視覚的にわ

かりやすく示す。 

□友達とお互いに見合う場面を設定する。 

〇身体表現「リトミック」 

◆音楽の変化を感じ取り、伴奏に合わせて体を動かす。 

□丸マットや足形を使い、立ち位置や動きを明確に示す。 

〇鑑賞「日本の音楽」 

◆演奏者や映像に注目して、静かに鑑賞する。 

□鑑賞曲のポイントを視覚的にわかりやすく示す。 

 

   【全体を通しての工夫点】  



□視覚的にわかりやすい教材を使い、授業の流れや学習内容

をわかりやすく示し、見通しをもたせる。 

□MT と ST の役割を明確に分け、スムーズな進行を行い、生

徒の様子をきめ細やかに把握する。 

 

 

 



令和５年度 東京都立羽村特別支援学校年間指導計画 

学  部 中学部 学  年 第３学年 

教科等名 美術 グループ名 ①  

ねらい 

(1)経験したことや思ったたこと、素材を基に表したいことをイメージして作品

を作る。 

(2)材料や道具の扱い方に親しみ、そのことを表したいことに合わせて活かしな

がら制作する。 

(3)友達の作品や芸術作品の美しさに気づいて、感想を表すことができる。 

担当教員 〇高橋誠 

年間授業時数 70 単位時間 

使用教科書 「エリック・カールの絵本（ぬりえ絵本） ごちゃまぜカメレオン」 

月 題材名 時数 ○主な学習内容 ◆ねらい（評価の観点） □指導の工夫 備考 

４ 

５ 

 

モ ダ ン テ ク

ニック 

 

 

 

 

 

陶芸 

６ 

 

 

 

 

 

 

８ 

〇ドリッピング、吹き流し、マーブリング、デカルコマニー、

ストリングなど様々な技法を経験し偶然できる色や形を楽

しむ 

◆様々なモダンテクニックを試し、色や形が偶然にできる様

子を楽しむ。 

□使用する道具の持ち手を太くするなど使いやすくし、モダ

ンテクニックを一つずつ体験できるようにする。 

〇日常で使用する陶芸作品を制作する 

◆ペン立て、皿など、用途のある道具を制作する。 

□身の回りにある皿などをいくつか用意し、観察できるよう

にする。工程をシンプルにして作りやすくする。 

 

６ 

７ 

 

染め 14 〇Ｔシャツや手ぬぐいなどに絞り染めを行う 

◆染めの方法を知り、染めの楽しさを味わう。 

□Ｔシャツなど、染めた作品を実際に使えるようにして興味

関心を高める。使用する道具を扱いやすく工夫する。 

 

９ 

 

版画 10 ○様々な素材の形や手触りを生かして、版に表す 

◆様々な素材の形や手触りの違いに気付き、それらを使って

版に表す。 

□布やビニール、木など、様々な素材を用意し選べるように

する。 

 

10 

11 

12 

共同制作 

 

 

 

 

塑像 

 

12 

 

 

 

 

10 

 

○羽ばたき祭に合わせて、舞台大道具、背景、衣装などを作  

 る 

◆みんなで協力して一つの大きな作品を作ったり、揃った衣

装などを作ったりする。 

□絵を描く、紙を切るなど制作内容を細かく分け、それぞれ

が得意なことを分担して行えるようにする。 

〇可塑性のある素材を用い、人物などの立体作品を制作する 

◆粘土の感触を楽しみながら、造形活動を行う。 

□粘土に触れる活動を多く取り入れ、感触を十分に味わえる

ようにする。球、円錐などの組み合わせで大まかに全体の

形が作れるようにする。 

 

１ 

２ 

３ 

卒業に向けて

（共同制作） 

 

10 ○飾り作り 

◆春をイメージした装飾に取り組む。 

□作品や制作過程、技法に対して興味・関心をもてるように、

 



 

 

映像や写真などの視聴覚教材を用いながら指導する。 

通

年 

鑑賞  〇自分や友達の作品、日本及び世界の芸術作品を鑑賞する 

◆自分や友達の作品や有名な芸術作品を見て、良さや美しさ

に気付く。 

□作品について、よく観たり触れたりする時間を設け、その

作品の良さや美しさ、面白さに気が付けるようにする。指

差しや動作で気が付いたことを発表できるようにする。 

 

 

 

 

 



令和５年度 東京都立羽村特別支援学校年間指導計画 

学  部 中学部 学  年 第３学年 

教科等名 保健体育 グループ名 （A） 

ねらい 

(1) 適切な運動の経験を通して、体力の向上や心身の健康の保持増進を図る。 

(2) 様々な運動の経験を通して、自己の運動能力を高める。 

(3) 集団の中での自分の役割と責任を自覚し、集団行動の充実に努める態度を

養う。 

(4) 決まりやルールを遵守し、自他の安全に留意する運動する態度を養う。 

担当教員 
○金田康秀 田中美結 芦野学 田中秀実 高橋誠 佐治信一郎 南條裕介 

鈴木伸章 平野遥 片野幸斗 飯沼史子 竹内明香  

年間授業時数 143 単位時間 

使用教科書 かがくのとも絵本 きゅうきゅうばこ 

月 題材名 時数 ○主な学習内容 ◆ねらい（評価の観点） □指導の工夫 備考 

４ 

～ 

９ 

 

体つくり運動 32 ○集団行動 

◆リズムにのって体を動かす運動に取り組む。 

◆仲間と一緒に運動する力を養う。 

□教員や友達とペアを作って活動する。 

○ラジオ体操 

◆ラジオ体操を身に付ける。 

□前で見本を示す。 

 

４ 

 

５ 

陸上競技 

「短距離走」 

８ ○50ｍ走、100ｍ走 

◆決められた距離をゴールまで活動できるようになる。 

□教員が並走したり、正面から言葉掛けをしたりする。 

 

ダンス 13 

 

○リズムダンス 

◆リズムに合わせて体を動かすことができるようになる。 

□教員が前に出て見本を示す。 

 

６ 

 

体力テスト ３ ○体力テスト８種 

◆いろいろな運動を経験する。 

□体の動かし方を補助したり、見本を示したりする。 

 

水泳 ９ ○アクアビクス、泳法練習 

◆水中運動に慣れる。 

◆アクアビクスや水中運動を通して、水の中での動きの基礎を

身に付ける。 

◆ルールを守って、安全に活動できるようになる。 

□浮力の高い補助具を使用する。 

 

７ 

９ 水泳 ４ ○アクアビクス、泳法練習 

◆水中運動に慣れる。 

◆アクアビクスや水中運動を通して、水の中での動きの基礎を

身に付ける。 

◆ルールを守って、安全に活動できるようになる。 

□浮力の高い補助具を使用する。 

 



10 

～ 

３ 

体つくり運動 40 ○体ほぐしの運動 

◆ストレッチなどの心をリラックスさせる運動に取り組む。 

□姿勢の保持ができるよう支援する。 

○ラジオ体操 

◆ラジオ体操を身に付ける。 

□前で見本を示す。 

 

10 マット運動 ６ 〇マット運動、跳び箱運動 

♦バランス技や台上歩行ができるようになる。 

♦安全に留意して活動する力を身に付ける。 

□回転系の技では、教員が身体を支えて補助をする。 

 

11 球技 

「バスケット

ボール」 

８ 〇ドリブル、パス、シュート、簡易ゲーム 

♦バスケットボールの基本的な動きや技能を身に付ける。 

♦きまりや簡単なルールを守りながら取り組む力を育む。 

□教員の補助を受けながらボールを扱う。 

 

12 球技 

「ボッチャ」 

４ ○オリンピック・パラリンピックについて知識を深める 

◆オリンピック、パラリンピックについて学習する。 

○パラリンピック競技のボッチャに親しむ 

◆目標物に向かって運動する力を養う。 

□投げる距離を変えたり、狙う的を変えたりする。 

 

１ 

２ 

３ 

武道 

「剣道」 

７ ○剣道に関わる映像鑑賞。 

◆剣道の特性を知る。 

◆剣道の作法を知る。 

○基本技術の習得 

◆構えや素振りなどの基本動作を身に付ける。 

□教員が見本を示したり、動作の補助をしたりする。 

 

保健 

「自分のから

だ」 

３ ○栄養、けが、病気、女性と男性の違いなど 

◆偏食をしないで何でも食べる意識をもつ。 

◆けがや病気になった際の処置の仕方や予防の方法を知る。 

◆男女の違いについて知る。 

□イメージをもちやすいようにイラストや写真を用意する。 

 

陸上競技 

「長距離走」 

６ ○20 分間走（サーキット形式） 

◆決められた時間内、同じペースで走り続ける。 

◆各々が設定した目標の周回数を達成する。 

◆自己や他者の安全に留意して活動する力を養う。 

□周回数が分かるようなタイマーや個別のカウンター等を使用

し、見通しをもって活動できるようにする。 

 

 

 

 



令和５年度東京都立羽村特別支援学校年間指導計画 

学  部 中学部 学  年 第３学年 

教科等名 職業・家庭 グループ名 Ａ 

ねらい 

(1)生活や職業に対する関心を高め、将来の家庭生活や職業生活の基礎的な

知識や技能を身に付ける。 

(2)将来の家庭生活や職業生活について、課題を解決し表現をする力を養

う。 

(3)よりよい家庭生活や将来の職業生活に向けて、工夫し考えようとする実

践的な態度を養う。 

担当教員 〇田中 秀実 飯沼 史子 

年間授業時数 35 単位時間 

使用教科書 職業・家庭 たのしい家庭科 

月 題材名 時数 〇主な学習内容 ◆ねらい（評価の観点）□指導の工夫 
備

考 

４ 

５ 

６ 

７ 

 

オリエンテー

ション 
１ 

○教科【職業・家庭】学習について 

◆１年間の活動内容を知る。 

◆期待感をもつことができる。 

□ICT 機器、絵カード、写真等を用いて提示する。 

 

清掃・洗濯 ２ 

○清掃と洗濯の方法 

◆清掃道具の名称、使い方を知り、机ふき、床掃きができ

るようにする。 

◆洗濯（手洗い）、干し方、アイロンかけを経験し、でき

ることを増やす。 

□ICT 機器、絵カード、写真、手順表等を用いて提示する。 

 

調理実習（ご飯

と汁物等） 
８ 

〇ご飯と汁物作り（調理実習） 

◆食器の洗い方、食材の名称を知る。 

◆調理器具を安全に使えるようにする。 

〇栄養素について知る。（三色食品群） 

□ICT 機器、絵カード、写真、手順表、分担表等を用いて

提示する。 

  

職場見学と仕

事 
4 

○『ひばり園』の見学 

◆『ひばり園』の仕事について話を聞く。 

◆見てきた感想を伝えることができる。 

□ICT 機器、絵カード、写真等を用いて提示する。 

 

９ 

小物作り（刺繍

ミシン・アイロ

ン） 

３ 

○スウェーデン刺繍 

◆印をよく見て針が刺せるようにする。 

□ICT 機器、絵カード、写真、手順表等を用いて提示する。 

○ミシンやアイロンなどの道具の使い方 

◆安全に道具を使う経験をする。 

□ICT 機器、絵カード、写真、手順表等を用いて提示する。 

 

10 

11 

12 

小物作り（刺繍

ミシン・アイロ

ン） 

８ 

○スウェーデン刺繍 

◆印をよく見て針が刺せるようにする。 

□ICT 機器、絵カード、写真、手順表等を用いて提示する。 

○ミシンやアイロンなどの道具の使い方 

◆安全に道具を使う経験をする。 

□ICT 機器、絵カード、写真、手順表等を用いて提示する。 

 

幼児の生活 ２ 

〇幼児の発達と遊び 

◆幼児の写真を見て、幼児に関心をもつ。 

□ICT 機器、絵カード、写真等を用いて提示する。 

 



１

２

３ 

卒業パスポー

ト（かっこいい

高校生になろ

う） 

 

7 

 

○身だしなみ、正しい挨拶、ルール、SNS の利用 

◆身だしなみを整えられるようにする。 

◆礼儀正しい挨拶ができるようにする。 

◆SNS 東京ルールを知る。 

□ICT 機器、絵カード、写真等を用いて提示する。 

○高等部見学、進路について 

◆高等部を見学し、高等部の授業内容や雰囲気を知る。 

◆高校生活に向け、自立にむけた学習への意欲を高める。 

□ICT 機器、絵カード、写真等を用いて提示する。 

  

 

 

 

 



 

令和５年度 東京都立羽村特別支援学校年間指導計画 

学  部 中学部 学  年 第３学年 

教科等名 総合的な学習の時間 グループ名 学年 

ねらい 

(1) 活動を通して、友達や教員との関わりを意識し、自ら行動する力を培う。 

(2) 日本や世界の伝統文化に触れる。 

(3) 日本や世界の伝統文化に興味・関心をもち、自ら表現する活動を通じて主

体性を育む。 

担当教員 〇田中 秀実 学年教員 

年間授業時数 35 単位時間 

使用教科書 なし 

月 題材名 時数 ○主な学習内容 ◆ねらい（評価の観点） □指導の工夫 備考 

４ 

 

新入生歓迎会

を成功させよ

う 

３ 〇上級生として新入生歓迎会の運営をする 

〇出し物を発表する 

◆新入生を歓迎する気持ちをもつ。 

□前年度の出し物をもとに歓迎の取り組みを行う。 

 

５

６ 

７ 

９ 

日本や世界の

伝統文化を体

験しよう 

１２ 〇写真や映像などで日本や世界の伝統文化について鑑賞する 

〇沖縄エイサー等の民族舞踊に取り組む。 

◆発表や体験を通して、伝統文化への理解を深める。 

◆自らの役割を意識し、発表や準備に主体的に取り組む。 

□これまでに取り組んだソーランや東北の祭りなどを振り返

り、比較しながら取り組ませる。 

 

10 

11 

 

日本や世界の

伝統文化を体

験しよう 

８ 〇写真や映像などで日本や世界の伝統文化について鑑賞する 

〇沖縄エイサー等の民族舞踊に取り組む。 

◆発表や体験を通して、伝統文化への理解を深める。 

◆自らの役割を意識し、発表や準備に主体的に取り組む。 

□これまでに取り組んだソーランや東北の祭りなどを振り返

り、比較しながら取り組ませる。 

 

12 羽村特別支援

学校の歴史を

知ろう。 

２ 〇写真などで羽村特別支援学校の歴史を知る 

◆学校の歴史に触れ、50 周年を祝う気持ちをもつ。 

□50 周年記念式典への具体的なイメージをもたせ、落ち着いて

行事に参加できるようにする。 

 

１

２ 

３ 

３年生を送る

会で発表しよ

う 

 

１０ 〇下級生に向けて日本の伝統的な踊りを発表する 

◆教員や友達と一緒に踊りを楽しむ。 

◆授業で学習した踊りの特徴や技術を意識して踊る。 

□活動の流れや活動場所を固定し、安心して活動できるように

する。 

 

 

 

 

 



令和５年度 東京都立羽村特別支援学校年間指導計画 

学  部      中学部 学  年   第３学年 

教科等名     特別活動 グループ名  学級 

ねらい 

（1）心身の調和のとれた個性の伸張を図る。 

（2）望ましい人間関係を形成し、集団への連帯感を深める。 

（3）健全な生活態度を身に付ける。 

（4）学校の中での役割を意識し、社会の一員としての自覚をもつ。  

担当教員 
芦野学 金田康秀 田中美結 田中秀実 高橋誠 佐治信一郎 南條裕介 

鈴木伸章 平野遥 片野幸斗 飯沼史子 竹内明香  

年間授業時数 35 単位時間 

使用教科書 学校では教えてくれない大切なこと⑥ 友だち関係～気持ちの伝え方～ 

月 題材名 時数 ○主な学習内容 ◆ねらい（評価の観点） □指導の工夫 備考 

４ 

５ 

 

３年生にな

って 

新 学 期 を 迎

えて 

 

 

 

役割分担して

取り組もう 

６ ○自己紹介 

○個人目標と学級目標決め 

○係活動決め 

◆集団の中で自分の役割（係）を担って活動することで、自信

や自己肯定感を育む。 

◆学級や学年の教員・友達に対して、思いやりの気持ちをもっ

てかかわり合う。 

○役割分担 

◆学級集団の中で役割を分担して、自分の役割を意識してやり

遂げる。 

 

６ 

７ 

 

学期のまとめ

① 

長期休業中の

過ごし方 

６ ○家庭での役割（手伝い） 

○規則正しい生活と余暇活動 

◆家庭における自分の役割を決め、担う。 

◆休業中の予定や余暇活動について計画を立てたり、希望を出

したり、選択したりする。 

 

９ 

 

周りの人の役

立つことをし

よう 

３ ○交流会等の準備・飾りつけ・買い物学習 

◆小集団での役割を分担して、友達と協力して活動に取り組む。 

◆集団での活動を通して、自分の頑張りや友達の良さに気付き、

認め合う。 

 

10 

11 

12 

宿泊行事につ

いて 

 

 

 

学期のまとめ

② 

長期休業中の

過ごし方 

11 ○係活動決め 

○振り返り 

◆学年集団での活動の中で役割を担い、最後までやり遂げる。 

◆宿泊行事を振り返り、自分自身や友達の頑張りや良かった所

を共有する 

○家庭での役割（手伝い） 

○規則正しい生活と余暇活動   

◆家庭における自分の役割を決め、担う。 

◆休業中の予定や余暇活動について計画を立てたり、希望を出

したり、選択したりする。 

 



１ 

２ 

３ 

絆を深めよう 

 

 

 

 

一年間のまと

め 

９ ○集団活動（レクリエーション、ゲーム） 

○交流会 

◆小集団の中で友達を意識してレクリエーションやゲーム活動

をする。 

◆自治活動など他者とかかわり合いながら活動に取り組む。 

○１年間の振り返り 

○まとめの会 

○高等部に向けての見通しや目標 

◆３学年での出来事を振り返り、高等部に進級する意識や目標

をもつ。 

 

通

年 

余暇の充実に

向け 

 ○選択して余暇の充実をはかる。 

○娯楽活動の施行と実践 

◆カラオケ、ＤＶＤ鑑賞などより選択し、余暇活動の充実を図

る。 

□ICT や視覚的な教材を用いてわかりやすく提示する。 

□適切なグループ編成を行い、学習を行う。 

 

 

 

 

 



令和５年度 東京都立羽村特別支援学校年間指導計画 

学  部 中学部 学  年 第３学年 

教科等名 自立活動 グループ名 重度・重複学級 

ねらい 

(１)  障害による学習上又は生活上の困難を主体的に改善・克服する 

(２) 必要な知識、技能、態度及び習慣を養い、もって心身の調和的

発達の基盤を培う。 

 

担当教員 金田康秀 田中秀実  

年間授業時数 70 単位時間 

使用教科書 なし 

月 題材名 時数 ○主な学習内容 ◆ねらい（評価の観点）□指導の工夫 備考 

通

年 

身体の動き 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境の把握 

 

 

 

 

 

 

 

 

コミュニケ

ーション 

７０ 〇 ス ト レ ッ チ ・ 校 外 歩 行  

（ 身 体 の 動 き ・ 健 康 の 保 持 ）  

◆ 教 員 の 介 助 を 受 け 入 れ 、 身 体 の 緊 張 を 減 ら

せ る よ う に な る 。  

◆ 集 団 の 動 き に 合 わ せ て 行 動 で き る 。  

◆ 歩 行 等 を 通 じ て 、運 動 時 の 持 久 力 を 高 め る 。 

□ ス ト レ ッ チ マ ッ ト を 使 用 し 、 一 人 ず つ 丁 寧

に ス ト レ ッ チ が で き る 環 境 を 整 え る 。  

□ 絵 カ ー ド を 用 意 し 、 事 前 に 行 く 場 所 を 確 認

し て 安 心 し て 歩 行 で き る よ う に す る 。  

 

〇 マ ッ チ ン グ や 絵 カ ー ド を 用 い た 予 定 や 場

所 ・ 状 態 の 理 解  

（ 心 理 的 な 安 定 ・ 環 境 の 把 握 ）  

◆ 予 定 カ ー ド や 日 課 帳 な ど で 一 日 の 流 れ を 確

認 す る 。  

□ 必 要 に 応 じ て 絵 カ ー ド ・ 写 真 カ ー ド を 作 成

す る 。  

□ 表 な ど で 予 定 を 分 か り や す く す る 。  

 

〇 絵 カ ー ド 等 の 代 替 手 段 を 用 い た 要 求 表 出 ・

指 示 理 解  

（ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ 人 間 関 係 の 形 成 ）  

◆ 絵 カ ー ド を 通 じ て 教 員 に 要 求 す る 課 題 を 達

成 で き る 。  

◆ 絵 カ ー ド を 見 て 、 物 品 な ど を 調 達 で き る 。  

□ 生 徒 の 必 要 に 応 じ た 絵 カ ー ド ・ 写 真 カ ー ド

を 作 成 す る 。  

□ カ ー ド 以 外 に も ハ ン ド サ イ ン を 大 人 と 一 緒

に 行 う な ど 、 様 々 な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 手

段 を 伝 え て い く 。  

生 徒 の 実

態 に 合 わ

せ、実施す

る。また、

教 育 活 動

全 体 で も

取 り 組 ん

でいく。 

 

 

 



令和５年度東京都立羽村特別支援学校年間指導計画 

学  部 中学部 学  年 第３学年 

教科等名 日常生活の指導 グループ名 重度・重複学級 

ねらい 

(1)個々の実態に応じ、社会参加を目標に基本的生活習慣の定着を図る。 

(2)一日の学校生活への見通しをもち、主体的に行動する力を養う。 

(3)集団の中で自分の役割を果たし、友達と協力して行動する力を育てる。 

担当教員 金田康秀 田中秀実  

年間授業時数 318.5 単位時間 

使用教科書 学校では教えてくれない大切なこと② 友だち関係～自分と仲良く～  

月 
単 元 （ 題

材）名 

指導

時数 
〇主な学習内容 ◆ねらい（評価の観点）□指導の工夫 備考 

 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

 

 

自 分 の こ

と は 自 分

で や ろ う

Ⅰ 

～ 活 動 の

準 備 や 片

付 け を し

よう～ 

～ 清 潔 に

過 ご そ う

～ 

147 

○見通しをもって行動すること 

○排せつ、手洗いの仕方を身に付けること 

○自分の身体を清潔に保つこと 

◆予定カード等で一日の予定を意識して行動できる。 

◆印や顔写真を手がかりに、椅子や机を自分で所定の位

置まで運ぶことができる。 

◆教員の少しの支援で給食の身支度や準備・片付けがで

きる。 

◆ことばやサインで尿意を伝えて、トイレに行くことが

できる。 

◆排せつ後に手洗いをしたり、身なりを整えたりするこ

とができる。 

◆手洗い後にハンカチで手を拭き、ポケットにしまうこ

とができる。 

◆口に水を一定時間含めて吐き出すことができる。 

□基本的生活習慣に興味・関心をもてるように、映像や

写真などの視聴覚教材を用いながら指導する。 

※左記学

習内容を

主要に行

い、その

他内容も

必要に応

じて指導

する。 

い ろ い ろ

な 人 と か

かわろう 

～ 挨 拶 を

しよう～ 

○場面に応じた挨拶、返事をすること 

◆他者からの挨拶に発声、身振り、適したカードで挨拶

を返す意識をもつ。 

◆呼名に挙手や発声で反応することができる。 

□基本的生活習慣に興味・関心をもてるように、映像や

写真などの視聴覚教材を用いながら指導する。 

 

10 

11 

12 

自 分 の こ

と は 自 分

で や ろ う

Ⅱ 

～ 身 だ し

な み を 整

えよう～ 
92 

○靴や衣服の着脱を行うこと 

◆少しの支援で靴や衣服を着脱し、丁寧にたたむ。 

◆上着を少しの支援でハンガーにかける。 

◆鏡を見て服装を確認し、教員と一緒に整える。 

□基本的生活習慣に興味・関心をもてるように、映像や

写真などの視聴覚教材を用いながら指導する。 

※左記学

習内容を

主要に行

い、その

他内容も

必要に応

じて指導

する。 

ル ー ル や

マ ナ ー を

守ろうⅠ 

～ 安 全 に

過 ご そ う

○校内を安全に移動すること 

○自分の順番を理解して行動すること 

◆教員の言葉かけや身体支援でバスから安全にゆっくり

降りることができる。 

◆廊下の右側を意識し、他者と並んで歩くことができる。 



～ 

～ 順 番 を

守ろう～ 

◆自分の順番を待ったり、自分の順番で行動したりする

ことができる。 

□基本的生活習慣に興味・関心をもてるように、映像や

写真などの視聴覚教材を用いながら指導する。 

ル ー ル や

マ ナ ー を

守ろうⅡ 

～ 時 間 を

守ろう～ 

○時間を意識して行動すること 

◆タイマーや時計の合図を見聞きして、活動を開始・終

了することができる。 

□基本的生活習慣に興味・関心をもてるように、映像や

写真などの視聴覚教材を用いながら指導する。 

※左記学

習内容を

主要に行

い、その

他内容も

必要に応

じて指導

する。 

１ 

２ 

３ 

 

み ん な で

力 を 合 わ

せよう 

～ 役 割 を

や り 遂 げ

よう～ 

～ 友 達 と

一 緒 に 行

動 し よ う

～ 

79.5 

○係活動 

○活動場所をきれいにすること 

◆絵カードや手順表を手がかりに教員の少しの支援で朝

や帰りの会の司会ができる。 

◆決められた係活動や役割を最後まで行うことができ

る。 

◆教員や友達に頼まれた仕事を意欲的に行い、人の役に

立つことの喜びを知る。 

◆所定の位置に椅子や机を運ぶことができる。 

◆回数の目標を定めて一定時間雑巾がけを行うことがで

きる。 

◆友達とペースを合わせて行動することができる。 

□基本的生活習慣に興味・関心をもてるように、映像や

写真などの視聴覚教材を用いながら指導する。 

 

 

 



令和５年度 東京都立羽村特別支援学校年間指導計画 

学  部 中学部 学  年 第３学年 

教科等名 生活単元学習 グループ名 学年 

ねらい 

(1) 単元の中の様々な活動を通して、生活力の向上を目指す。 

(2) 体験を通して、共に学び合い、支え合う力を付ける。 

(3) 体験を通して、「考える力」「伝え合う力」「協力する力」を伸ばす。 

担当教員 ○片野 幸斗 

年間授業時数 35 単位時間 

使用教科書  

月 題材名 時数 ○主な学習内容 ◆ねらい（評価の観点） □指導の工夫 備考 

４ 

 

 

進 級 を 祝 お

う 

２ 〇進級について知ろう 

◆進級したことで変わったことを知る。 

〇３年生の目標を決めよう 

◆３年生の個人の目標を決める。 

□シンボルカードやマカトンサインを使って、実態に合った

教材を準備する 

他教

科と

の関

連性 

国語 

社会 

５ 

６ 

 

体 育 授 業 見

学 会 を 成 功

させよう 

 

 

 

 

 

３ 〇体育授業見学会について知ろう 

◆体育授業見学会の内容、日時、目的などを知る。 

□視覚的教材や ICT モニターなどを用いて、生徒が見通しを

もって学習に取り組めるように工夫する。 

○エンブレム作りをしよう 

◆友達同士で協力して、エンブレム作りに取り組む。 

□生徒の実態、相性などに配慮して、学習グループを分けて

活動できるようにする。 

体育 

７ 

 

季 節 の 行 事

を楽しもう。 

２ 〇季節や行事に関心を向けよう。 

◆友達と協力して、内容を考えたりする。 

□学習グループを分け、協力して活動できるようにする。 

理科 

社会 

９ 

 

 

季 節 の 行 事

を楽しもう。 

２ 〇季節や行事に関心を向けよう。 

◆友達と協力して、内容を考えたりする。 

□学習グループを分け、協力して活動できるようにする。 

理科 

社会 

10 

11 

羽 ば た き 祭

を 成 功 さ せ

よう 

 

 

４ 〇羽ばたき祭を知ろう 

◆羽ばたき祭の日付、行先、活動内容などを知る。 

〇舞台発表を成功させよう。 

◆舞台発表の内容を知り、やりたい活動を選択したり、役割

分担を話し合って決めたりする。 

◆舞台発表で必要な道具や衣装等を考え、作り、準備する。 

□学習グループを分け、協力して活動できるようにする。 

国語 

社会 

理科

美術 

12 

１ 

修 学 旅 行 を

成 功 さ せ よ

う 

 

４ ○修学旅行に行こう 

◆修学旅行の日付、行先、活動内容などを知る。 

◆修学旅行先での活動内容に類似した模擬体験を学習して、

見通しをもつ。 

□視覚的教材や ICT モニターなどを用いて、生徒が見通しを

もって学習に取り組めるように工夫する。 

○修学旅行を成功させよう 

◆自分の役割を理解して係活動に取り組み、主体的に修学旅

国語 

社会 



行に参加する。 

□学習グループを分け、協力して活動できるようにする。 

２ 校 外 学 習 を

成 功 さ せ よ

う 

１ ○校外学習について知ろう 

◆校外学習の日付、行先、活動内容などを知る。 

◆校外学習先での活動内容に類似した模擬体験を学習して、

見通しをもつ。 

□視覚的教材や ICT モニターなどを用いて、生徒が見通しを

もって学習に取り組めるように工夫する。 

○校外学習を成功させよう 

◆自分の役割を理解して係活動に取り組み、主体的に校外学

習に参加する。 

□学習グループを分け、協力して活動できるようにする。 

国語 

社会 

３ １ 年 を 振 り

返ろう 

１ ○中３を振り返ろう。 

◆１年間の行事や取り組んだ学習を振り返る。 

□ICT 教材を用いて、１年間の学習を視覚的に振り返ること

ができるように配慮する。 

国語

社会 

通

年 

外 国 に つ い

て考えよう 

２ 〇外国に関心を向けてみよう。 

◆外国語の文化や言語について調べてみよう。」 

□興味のひきやすい教材や視覚的手がかりの多い教材を用

い、主体的に学習しやすいように配慮する。 

外国

語 

国語 

危 険 か ら 身

を 守 れ る よ

うにしよう。 

① 交 通 事 故

か ら 身 を 守

ろう。 

② 犯 罪 か ら

身を守ろう。 

③ 災 害 か ら

身を守ろう 

５ ○交通安全教室 

◆交通ルールを理解し、安全な行動ができるようにする。 

 

○セーフティ教室 

◆犯罪や危険について理解し、自分を守る行動ができるよう

にする。 

 

○総合防災訓練 

◆災害を想定した訓練を行い、防災に対する知識を持ち、自

分を守る行動ができるようにする。 

社会 

 

 

 



令和５年度 東京都立羽村特別支援学校年間指導計画 

学  部 中学部 学  年 第３学年 

教科等名 生活単元学習 グループ名 １・２組 

ねらい 

(1) 友達と協力して学習に取り組もうとする姿勢を身に付ける。  

(2) 自分や友達の役割を意識しながら主体的に活動する。 

(3) 自然や四季への関心をもたせながら、自然の事物・現象について初歩的理

解を図る。 

担当教員 ○金田康秀 田中秀実 

年間授業時数 70 単位時間 

使用教科書 学校では教えてくれない大切なこと⑥ 友だち関係～気持ちの伝え方～ 

月 題材名 時数 ○主な学習内容 ◆ねらい（評価の観点） □指導の工夫 備考 

４ 

 

 

進 級 を 祝 お

う 

６ 〇進級について知ろう 

◆進級したことで変わったことを知る。 

◆1 日の予定や１年の行事予定、学校のきまりなどを知る。 

◆日課や学校行事について理解する。 

◆特別教室など活動場所を覚える。 

〇３年生の目標を決めよう 

◆３年生の個人の目標を決める。 

□絵カードやシンボルカードを用い、進んで学習することが

できるように配慮する。 

他教

科と

の関

連性 

国語 

社会 

５ 

６ 

 

体 育 授 業 見

学 会 を 成 功

させよう 

 

 

 

 

 

17 〇体育授業見学会について知ろう 

◆体育授業見学会の内容、日時、目的などを知る。 

□視覚的教材や ICT モニターなどを用いて、生徒が見通しを

もって学習に取り組めるように工夫する。 

○エンブレム作りをしよう 

◆友達同士で協力して、エンブレム作りに取り組む。 

□興味ひきやすい教材教具を用いて、集中して学習できるよ

うにする。 

体育 

７ 

 

季 節 の 行 事

を楽しもう。 

４ 〇季節や行事に関心を向けよう。 

◆友達と協力して、内容を考えたりする。 

□学習グループを分け、協力して活動できるようにする。 

理科 

社会 

９ 

 

 

季 節 の 行 事

を楽しもう。 

７ 〇季節や行事に関心を向けよう。 

◆友達と協力して、内容を考えたりする。 

□学習グループを分け、協力して活動できるようにする。 

理科 

社会 

10 

11 

羽 ば た き 祭

を 成 功 さ せ

よう 

 

 

16 〇羽ばたき祭を知ろう 

◆羽ばたき祭の日付、行先、活動内容などを知る。 

〇舞台発表を成功させよう。 

◆発表の練習や必要な道具を制作する。 

□実態に即した教材教具、学習活動を準備し、楽しみながら

学習できるようにする。 

国語 

社会 

理科

美術 

12 

１ 

修 学 旅 行 を

成 功 さ せ よ

う 

 

12 ○修学旅行に行こう 

◆修学旅行の日付、行先、活動内容、移動方法、荷物準備、

公共ルールなどを知る。 

◆修学旅行先での活動内容に類似した模擬体験を学習して、

見通しをもつ。 

国語 

社会 



□視覚的教材や ICT モニターなどを用いて、生徒が見通しを

もって学習に取り組めるように工夫する。 

○修学旅行を成功させよう 

◆自分の役割を理解して係活動に取り組み、主体的に修学旅

行に参加する。 

□学習グループを分け、協力して活動できるようにする。 

２ 校 外 学 習 を

成 功 さ せ よ

う 

４ ○校外学習について知ろう 

◆校外学習の日付、行先、活動内容、移動方法、荷物準備、

公共ルールなどを知る。 

◆校外学習先での活動内容に類似した模擬体験を学習して、

見通しをもつ。 

□視覚的教材や ICT モニターなどを用いて、生徒が見通しを

もって学習に取り組めるように工夫する。 

○校外学習を成功させよう 

◆自分の役割を理解して係活動に取り組み、主体的に校外学

習に参加する。 

□学習グループを分け、協力して活動できるようにする。 

国語 

社会 

３ １ 年 を 振 り

返ろう 

４ ○中３を振り返ろう。 

◆１年間の行事や取り組んだ学習を振り返る。 

□ICT 教材を用いて、１年間の学習を視覚的に振り返ること

ができるように配慮する。 

国語

社会 

通

年 

外 国 に つ い

て考えよう 

２ 〇外国に関心を向けてみよう。 

◆外国語の文化や言語を知る。 

□興味のひきやすい教材や視覚的手がかりの多い教材を用

い、主体的に学習しやすいように配慮する。 

外国

語 

国語 

危 険 か ら 身

を 守 れ る よ

うにしよう。 

① 交 通 事 故

か ら 身 を 守

ろう。 

② 犯 罪 か ら

身を守ろう。 

③ 災 害 か ら

身を守ろう 

５ ○交通安全教室 

◆交通ルールについて学び、安全な行動を知る。 

 

○セーフティ教室 

◆犯罪や危険について学び、自分を守る行動を知る。 

 

○総合防災訓練 

◆災害を想定した訓練を経験し、防災に対する知識や自分を

守る行動を知る。 

社会 

 

 

 

  



令和５年度 東京都立羽村特別支援学校年間指導計画 

学  部 中学部 学  年 第３学年 

教科等名 作業学習 グループ名 重度・重複学級 

ねらい 

(1)自信をもって取り組み、働くことの楽しさを知る。 

(2)自分の役割（作業）に責任をもって、一定時間持続して取り組む。 

(3)教員や友達に対して、挨拶・返事・報告・相談を行うことができる。 

担当教員 金田康秀 田中秀実 

年間授業時数 66.5 単位時間 

使用教科書 なし 

月 題材名 時数 ○主な学習内容 ◆ねらい（評価の観点） □指導の工夫 備考 

４ 
作 業 班 に つ

いて知ろう 
3.8 

○各作業班の活動内容について 

◆自分の所属班について、作業内容に興味をもつことができ

る。 

○作業工程や手順を見学・体験する 

◆所属班の作業工程や手順が分かる。 

○入退室時の手順について 

◆入退室時の手順が分かる。 

○挨拶・返事の仕方 

◆適切な挨拶や返事ができる。 

 

５ 

・ 

６ 

・ 

７ 

・ 

９ 

役 割 を 分 担

し て 作 業 に

取り組もう 

30.4 

○自分の役割 

◆自分の役割の手順に慣れ、短い見通しをもって取り組むこ

とができる。 

○報告、相談の仕方 

◆適切な挨拶や返事ができる。仕事が終わった時や困った時

に、発声やカード等で教師に伝えることができる。 

○集中力を持続させて作業する 

◆一定時間や一定量の作業に取り組むことができる。 

 

10 

・ 

11 

・ 

12 

文 化 祭 販 売

会の準備・運

営をしよう 

17.1 

○文化祭での作業製品販売会について 

◆販売会の日時や流れを知ることができる。 

○販売会に向けた看板やポスター等の作成 

◆着色したり、シールを貼ったりして、看板やポスターを作

ることができる。 

○販売の仕方や役割、商品の販売 

◆販売会での自分の役割を担うことができる。 

○販売会の振り返り 

◆販売会での活動の様子を写真等で振り返ることができる。 

 

12 

・ 

１ 

作 業 量 や 作

業 時 間 を 延

ば し て 作 業

に 取 り 組 も

う 

5.7 

○挨拶・返事、報告、相談 

◆適切な挨拶や返事ができる。仕事が終わった時や困った時

に、発声やカード等で教師に伝えることができる。 

○作業量や作業時間を延ばして作業に取り組む 

◆作業量や作業時間を延ばして、一定時間や一定量の作業に

取り組むことができる。 

 

２ 

・ 

３ 

一 年 間 の 活

動 の ま と め

と 次 年 度 に

向けて 

9.5 

○次年度の作業紹介に向けた準備 

◆新しく作業学習に加わる後輩に向けて、作業内容や製品に

ついて伝えるための準備をすることができる。 

○作業室の清掃・整理整頓 

◆使用した作業室を清掃したり、整理整頓したりすることが

できる。 

○一年間のまとめ 

◆一年間の活動を振り返り、頑張ったことやできるようにな

ったことなどを発表することができる。 

 

 



  


